
決算書掲載頁　P211

内
訳

　本市に直接影響のない地域で、大地震等の甚大な被害が生じる災害が発生した際に、復旧・復興に向けて被災地や
被災者を支援することを目的とする。

長期的な職員の派遣（大槌町）１名　平成25年4月～平成26年3月
平成25年以降も市民レベルの支援活動を後援する。
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　大地震等で甚大な被害が発生した地域における一定の復旧・復興
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　東日本大震災で、甚大な被害が生じた被災地や被災者を支援することを目的とする。
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　東日本大震災の被災地および被災者

長期的な職員の派遣（大槌町）１名　平成25年4月～平成26年3月。
平成25年以降も市民レベルの支援活動を後援する。
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事業：被災地・者支援事業                      

東日本大震災の災害支援として、支援対策本部を設置し各部局の連携により取り組んだ。  

 

細事業：東日本大震災支援事業                    

１．東日本大震災支援事業 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災の被災地を支援するために、市内ボランティア住民が大槌町を

訪問しテラコッタドールなどを大槌町住民と一緒に作製するなどの応援プロジェクトを実施した。また、「大槌

町を支援する河内長野市市民の会」が発足し、平成２４年８月には、大槌中学校吹奏楽部の生徒等を招き、本市

の中学生と音楽を通じて「きずなコンサート」を開催され、市は後援をした。 

 

 平成２４年５月２０日（日）大槌町訪問 ２３人 

 

      

              

 

平成２４年８月８日（水）きずなコンサート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


